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● このたびはワイヤードリモコンをお買い上げいた
だき、まことにありがとうございます。
● この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全
にご使用ください。
ご使用前に「安全上のご注意」を必ずお読み
ください。 ▶２, ３ページ 
お読みになった後はいつでもご覧になれるよう、
室内ユニットに付属の取扱説明書と併せてお手元に
保管してください。
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安全上のご注意
人への危害、財産への損害を防ぐため、お守りいただくことを説明しています。
 ■誤った取扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。

 警告 「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」を示しています。  注意 「けがや財産に損害を受けるおそれ

がある内容」を示しています。

 ■お守りいただく内容の種類を、「図記号」で区分して説明しています。

「してはいけないこと」を表しています。 「しなければならないこと」を表しています。

警告
電源プラグやコードは

禁止

 ■運転中に電源プラグを抜かない。※
（感電や放電による火災の原因）

 ■電源コードを持って抜かない。※
（断線による発熱や発火の原因）
 ■ぬれた手で電源プラグの抜き差しや
操作はしない。※
（感電の原因）

 ■途中で接続したり、延長コードの使用、
タコ足配線をしない。
（感電や発熱、火災の原因）

 ■破損させたり、加工したり、傷んだまま、
束ねたままでの使用はしない。
（感電や火災の原因）

必ず実施

 ■電源プラグは根元まで確実に差し込む。※
（接触不良による感電や火災の原因）
 ■定期的に電源プラグのホコリを
乾いた布でふき取る。※
（湿気などで絶縁不良となり、
発熱や発火、火災の原因）
 ※電源プラグの有る機種の場合

お手入れ時は

禁止

 ■お客様自身で、工具を使った分解掃除や
改造、内部の洗浄はしない。
（水漏れや破損、故障、発煙、発火の原因）
エアコン内部の洗浄には、専門技術が必要です。
お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口
にご相談ください。

据付け・移設・修理時は

禁止

 ■室外ユニットに表示の
冷媒 (R32) 以外は
使用しない。
（故障や破裂、けがなどの原因）
 ■お客様自身でエアコンの据付けや移動、
修理、再設置はしない。
（感電や火災、けがなどの原因）
必ずお買い上げの販売店または専門業者に
依頼してください。

必ず実施

 ■アースや漏電遮断器が設置されている
ことを確認する。
（感電や火災などの原因）
 ■必ずエアコン専用の電源コンセントを
使用する。
（他の機器と併用すると、発熱による火災の原因）
 ■冷えない、暖まらない場合は、冷媒漏れが
原因の一つと考えられるので、お買い上げ
の販売店に相談する。
冷媒追加を伴う修理の場合は、冷媒漏れがな
いことをサービスマンに確認してください。
（冷媒は安全で、通常は漏れませんが、万一
室内に漏れ、ファンヒーターやコンロなどの
火気に触れると、有害な生成物発生の原因と
なります）
 ■可燃性ガスの漏れるおそれのある場所に
設置されていないか確認する。
（万一ガスが漏れると、発火の原因）
 ■ドレンホースが確実に排水するように
配管されているか確認する。
（不確実な場合、家財などをぬらす原因）

ご使用時は

禁止

 ■吸込口や吹出口に指や棒などを入れない。
（ファンが高速で回転しているため、けがの原因）

 ■長時間冷風を体に直接あてない、
冷やし過ぎない。
（体調を崩す原因）
特にお子様や高齢者にはご注意ください。
 ■長時間吹出口付近で温風を体に直接あてない。
（低温やけどや脱水症状の原因）
 ■可燃性のもの（ヘアスプレーや殺虫剤
など）は本体の近くで使用しない。
（感電や引火の原因）
 ■腐食性ガスや金属製のホコリのある
場所では使用しない。
（引火や本体への吸引による発火や発煙の原因）

WR001
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異常・故障時にはただちに使用を中止する

必ず実施

異常・故障例
● 電源コード、プラグが異常に熱い。
● 電源プラグが変色している。
● こげ臭いニオイがする。
● ブレーカーがひんぱんに落ちる。
● 室内ユニットから水が漏れる。

（異常のまま運転を続けると故障や感電、発煙、火災な
どの原因）
すぐに運転を停止し、電源プラグを抜くか、ブレーカー
を切ってお買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口
にご相談ください。

室内ユニットは

禁止

 ■動植物に直接風をあてない。
（動植物に悪影響を及ぼす原因）
 ■精密機器や食品、美術品の
保存、動植物の飼育や
栽培などに使用しない。
（品質低下などの原因）

 ■ユニットの下に、他の電気製品や家財
などを置かない。
（水滴が落ちて、汚損や故障の原因）

必ず実施

 ■燃焼器具と一緒に
運転するときは、
こまめに換気する。
（酸素不足による
頭痛などの原因）

 ■燃焼器具は、風が直接あたらない場所
で使用する。
（不完全燃焼の原因）

お手入れ時は

禁止

 ■不安定な台に乗らない。
（転倒など、けがの原因）
 ■室内ユニットのアルミ部分に触らない。
（手を切る原因）
 ■エアコンを水洗いしたり、花瓶など水
の入った容器を載せたりしない。
（感電や発火の原因）

必ず実施

 ■必ず運転を停止し、電源プラグを抜く
か、ブレーカーを切る。
（ファンが高速で回転しているため、けが
の原因）

室外ユニットは

禁止

 ■アルミ部分に
触らない。
（手を切る原因）

 ■ユニットの上に乗ったり、
ものを載せたりしない。
（ベランダなどの高い場所に
設置の場合、転落の原因）
 ■据付台が破損したまま、
放置しない。
（落下や転倒によるけがの原因）

必ず実施

 ■ユニットの周辺に、ものを置いたり、
落ち葉などがたまらないようにする。
（虫などが侵入し、故障や発火、発煙の原因）

長期間使用しないときは

必ず実施

 ■電源プラグを抜く。※
（ホコリがたまると、発熱や発火の原因）
 ※電源プラグの有る機種の場合

ストリーマ放電について※

●   微量のオゾンが発生するため、吹出口からニオイがすることがありますが、ごくわずかであり、
健康に支障はありません。 ※ストリーマ放電機能の有る機種の場合

注意

警告
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各部の名前と働き
⑫液晶表示部（バックライト付）

①運転切換ボタン

②風量／／風向ボタン ③メニュー／／
　確定ボタン

④上ボタン
⑤下ボタン
⑥右ボタン
⑦左ボタン

⑧運転／／
　停止ボタン

⑨運転ランプ
　（緑色）

⑩キャンセル
　ボタン

⑪室内温度
　センサー部
　（内部）

・リモコンコードを引っ張ったり、ねじったりしないでください。
故障の原因になることがあります。

・リモコンのボタンを先のとがったもので押さないでください。
破損し、故障の原因になることがあります。

・ぬれた手でボタン操作をしないでください。
故障の原因になることがあります。

お願い

●運転／／停止・運転モード・風量・風向・設定温度以外は、メインメニューから
の設定となります。
●ワイヤードリモコンで設定できない機能は、室内ユニットに付属のワイヤレ
スリモコンをご使用ください。
●ワイヤードリモコンで設定した内容は、ワイヤレスリモコンの液晶表示部に
は表示されません。

▲

13ページ
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①運転切換ボタン
●運転モード(送風・除湿・自動・冷房・暖房)
を切り換えます。  ▶8ページ 

②風量／／風向ボタン
●風量、風向を切り換えます。
        ▶10, 11ページ 

③メニュー／／確定ボタン
●メインメニューを表示します。 ▶13ページ 
●操作を確定をします。

④上ボタン （必ず 印部を押してください）
●設定温度を上げます。
●反転表示を上方向へ移動させます。
押しつづけると連続スクロールになります。

●選択項目を変更します。

⑤下ボタン （必ず 印部を押してください）
●設定温度を下げます。
●反転表示を下方向へ移動させます。
押しつづけると連続スクロールになります。

●選択項目を変更します。

⑥右ボタン （必ず 印部を押してください）
●反転表示を右方向へ移動させます。

 ⑦左ボタン  （必ず 印部を押してください）
●反転表示を左方向へ移動させます。

⑧運転／／停止ボタン
●押すと運転し、もう１度押すと停止します。
          ▶8, 9ページ 

⑨運転ランプ（緑色）
●運転中、点灯します。       ▶8, 9ページ 
●異常時には点滅します。  ▶30ページ 

⑩キャンセルボタン
●前の画面に戻ります。

⑪室内温度センサー部（内部）
●室内の温度を検知します。
●リモコンで検知した温度を、室内ユニット
の温度制御に使用したい場合は、お買い上
げの販売店またはお客様ご相談窓口（コンタク
トセンター）にお問い合わせください。

⑫液晶表示部
●操作ボタンのどれかを押すとバックライト
が約30秒間点灯します。

01_JA_3P474219-1B.indd   501_JA_3P474219-1B.indd   5 2017/12/28   20:56:002017/12/28   20:56:00



6

各部の名前と働き
  液晶表示部   （基本画面）

冷房
設定温度

28℃
月

集中管理中

１５：３０①運転モード表示

②風量表示

⑧設定温度表示

⑤『集中管理中』表示

⑦　タイマー表示

⑥ 　 キーロック表示

④時計・曜日表示

③風向スイング表示

23ページ
温度表示の設定をすると、屋外の温度などを
表示できます。

⑨温度表示

設定温度 外気温

28℃ 35℃
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①運転モード表示
●運転モード(送風・除湿・自動・冷房・暖房)
を表示します。

②風量表示
●設定した風量を表示します。

③風向スイング表示
●風向スイング中に表示します。
●接続する機種によっては表示しません。

④時計・曜日表示
●時計設定がされていない場合は『‒‒:‒‒』と
表示します。                       ▶28ページ  

⑤『集中管理中』表示
●集中制御機器（別売品）で管理されているとき
に表示します。
集中管理中は使用できない機能があります。

⑥ キーロック表示
●キーロック設定時に表示します。 
   ▶12ページ  

⑦ タイマー表示 
●時刻入切タイマーやウィークリータイマーの
設定が有効のときに表示します。
                 ▶14～22ページ  

⑧設定温度表示
●冷房・暖房運転時に設定温度を表示します。
         ▶8, 9ページ 

⑨温度表示
●温度表示切替で選択した  外気温  
 室温（室内機）   室温（リモコン）  
のいずれかを表示します。      ▶23ページ  
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運転モードを設定する

1「運転切換」ボタンを押し、運転モードを選ぶ。
●押すごとに運転モードが切り換わります。

送風▶除湿▶自動▶冷房▶暖房

冷房
設定温度

28℃
月１５：３０

2「運転／／停止」ボタンを押す。
●運転ランプ（緑色）が点灯します。

運転ランプ（緑色）

●設定温度は「 」ボタンを押すごとに1℃ずつ
上がり、「 」ボタンを押すごとに1℃ずつ
下がります。 

運転モード 送 風 除 湿 自 動 冷 房 暖 房

温 度 設 定 温度は設定できません。 お好みの温度に調節できます。
(設定温度は表示されません) 18～32℃

    14～30℃※
※ 寒冷地向けは
10～30℃
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■ 停止したいとき

1「運転／／停止」ボタンを押す。
●運転ランプが消灯します。

自動運転について
 自動運転は室内・屋外温度に応じて、自動で設定温度と風量、運転モード（冷房、
暖房、除湿のいずれか）を選びます。
 すでに他室が運転されている場合、運転モードは他室と同じになります。

お知らせ
 ドライ運転も「除湿」と表示されます。
 加湿運転や湿度設定がある室内ユニットでも、ワイヤードリモコンで加湿運転や
湿度設定はできません。
 ワイヤレスリモコンで加湿暖房運転をした場合、「暖房」と表示されます。
 ワイヤレスリモコンで加湿運転をした場合、「加湿」と表示されます。
「加湿」表示中は風量、風向の変更は可能です。
 ワイヤレスリモコンで0.5℃単位で設定できる室内ユニットでも、ワイヤード
リモコンでは１℃単位でしか設定できません。
 マルチ形の場合、先に運転している他室と異なる運転モードを設定すると、運
転しないことがあります。
このとき、運転ランプが点滅し、待機状態であることをお知らせします。
（例）・他室冷房・ドライ運転中の暖房運転
　　・他室暖房運転中の冷房・ドライ・送風運転
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風を調節する
  風量調節  

1「風量／／風向」ボタンを押して風量／／風向設定画
面を表示する。

風量/風向

キャンセル：戻る メニュー：設定

上下風向風量

2「 」ボタンを押して風量を切り換える。

風量1 風量2
風量5 風量4 風量3
自動

（5段階時）

風量/風向

キャンセル：戻る メニュー：設定

上下風向風量

●「メニュー／／確定」ボタンを押す。

お知らせ
 「自動」は設定温度と室内温度により風量を調整します。
 送風運転時の「自動」と「風量1」は同じ風量になります。
 風量「しずか」は選択できません。
 ワイヤレスリモコンで風量「しずか」を選択した場合、「自動」と表示されます。
 風量の切換完了まで数秒かかります。

運転モード 送 風 除 湿 自 動 冷 房 暖 房
風 量 設 定 自動、風量１～５ 風量は設定できません。 自動、風量１～５
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  風向調節  
■ 上下の風向を変えたいとき

1「風量／／風向」ボタンを押して風量／／風向設定画
面を表示し、「 」ボタンを押して上下風向を選ぶ。

風量/風向

キャンセル：戻る メニュー：設定

風量 上下風向

2「 」ボタンを押して、スイングと固定を切り
換える。
●スイング中に固定に切り換えると、もっとも
近い停止位置でフラップが停止します。
 停止位置は、室内ユニットによって異なります。

風量/風向

キャンセル：戻る メニュー：設定

風量 上下風向

●「メニュー／／確定」ボタンを押す。

■ 左右の風向を変えたいとき

1 左右風向を設定できる機種の場合は、「 」ボタン
を押して、上下風向と同様の手順で設定する。

風量/風向

キャンセル：戻る メニュー：設定

風量 上下風向
風量/風向

キャンセル：戻る メニュー：設定

上下風向 左右風向

●「メニュー／／確定」ボタンを押す。
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 キーロック
ボタン操作を無効にし、誤って操作するのを防ぎます。

1 基本画面で「メニュー／／確定」ボタンを約４秒以
上長押しする。
●「  （キーロック表示）」が表示され、すべての
ボタン操作が無効になります。
●解除する場合は、基本画面で再度「メニュー／
確定」ボタンを約４秒以上長押しする。
  （機能説明は  ▶26ページ ）

冷房
設定温度

28℃
月１５：３０ キーロック表示
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メインメニュー一覧
 メインメニューには次の項目があります。

メニュー項目 詳細内容 操作ページ
時刻入切タイマー※   入タイマー

設定した時刻に運転を開始します。
  切タイマー
設定した時刻に運転を停止します。

14

ウィークリータイマー※   曜日ごとに4つの動作が設定可能です。
時刻、運転・停止、運転モード、設定温度
を設定します。
  休日設定が可能です。

16

温度表示切替 リモコンに室内や屋外の温度を表示します。 23
サービス連絡先 困ったときの連絡先を表示します。 24
便利機能 コントラスト調整 液晶表示部の濃淡を調節します。 25

キーロック キーロックの機能説明を表示します。 26
言語切換 表示する言語を切り換えます。 27

時計設定 時計の設定および修正を行います。
  時刻は24時間表示です。 28

※˙時計設定が必要です。
˙集中制御機器（別売品）が接続されている場合は使用できません。詳しくはお買い上げの販売店
またはお客様ご相談窓口（コンタクトセンター）にご相談ください。
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●運転を開始、停止する時刻を設定します。
●時計設定が正しくできているか、確認してください。 ▶28ページ 

1 「メニュー／／確定」ボタンを押してメインメニュー
を表示する。

2「 」ボタンを押して  時刻入切タイマー設定  
を選択し、「メニュー／／確定」ボタンを押す。

メインメニュー

キャンセル：戻る メニュー：選択

時刻入切タイマー設定
ウィークリータイマー
温度表示切替
サービス連絡先
便利機能
時計設定

3「 」ボタンで反転表示を移動して、設定したい
項目を選択し、「 」ボタンで時刻、有効／／無効
を設定する。

時刻入切タイマー設定

キャンセル：戻る メニュー：設定

　　　　時刻
入タイマー　07：00  有効
切タイマー　--：--  無効

●「メニュー／／確定」ボタンを押す。

時刻タイマーを使う
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4「 」ボタンを押して  はい  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

時刻入切タイマー設定

キャンセル：戻る メニュー：設定

設定を保存しますか？

はい　いいえ

冷房
設定温度

28℃
月１５：３０ タイマー表示０００００００００００００００００００

時刻入切タイマーについて
 設定しても、室内ユニットのタイマーランプは点灯しません。
 時刻タイマーは１回だけの設定ですので、都度設定してください。
 ワイヤードリモコンとワイヤレスリモコンの両方でタイマーを設定した場合、
両方のタイマー運転が実行されます。リモコンを併用する際は注意して設定
してください。
 おはよう予約や学習タイマー機能がある機種でも、ワイヤードリモコンでは
使用できません。
 タイマー表示が  の場合は、時計が正しく設定できていません。  ▶28ページ 

有効、無効について
設定した時刻を変えずに、タイマーを一時的に解除したり、再設定したりできます。
有効：前回と同じ時刻で、タイマーを設定します。
無効：設定した時間を変えずにタイマーを取り消します。
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 ● １週間を通しての運転開始・停止スケジュールを設定することができます。
曜日ごとに４つまで、１週間で最大28個の設定を３種類（スケジュール１～３）
登録できます。
●時計設定が正しくできているか、確認してください。 ▶28ページ 

■スケジュールを選ぶ

1「メニュー／／確定」ボタンを押してメインメニュー
を表示する。

2「 」ボタンを押して  ウィークリータイマー  
を選択し、「メニュー／／確定」ボタンを押す。

メインメニュー

キャンセル：戻る メニュー：選択

時刻入切タイマー設定
ウィークリータイマー
温度表示切替
サービス連絡先
便利機能
時計設定

●ウィークリータイマー設定画面が表示されます。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：選択

有効/無効
スケジュールの選択
休日設定
設定

3 「 」ボタンを押して  スケジュールの選択  を
選択し、「メニュー／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：選択

有効/無効
スケジュールの選択
休日設定
設定

ウィークリータイマーを使う
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4「 」ボタンを押して、スケジュール1～3から使
用するスケジュールを選択し、「メニュー／／確定」
ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

スケジュールの選択

スケジュール 1

5「 」ボタンを押して  はい  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

設定を保存しますか？

はい　いいえ

ウィークリータイマーについて
 設定しても、室内ユニットのタイマーランプは点灯しません。
 ワイヤードリモコンとワイヤレスリモコンの両方でタイマーを設定した場合、
両方のタイマー運転が実行されます。リモコンを併用する際は注意して設定し
てください。
 時刻入切タイマーと併用した場合は時刻入切タイマーが優先されます。
 タイマー表示が  の場合は、時計が正しく設定できていません。  ▶28ページ 
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■ 曜日ごとのタイマーを設定する

1 ウィークリータイマー設定画面を表示する。
  ▶16ページ 

2「 」ボタンを押して  設定  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：選択

有効/無効
スケジュールの選択
休日設定
設定

3「 」ボタンを押して、設定したい曜日を選択
する。

スケジュール1

キャンセル：戻る メニュー：設定

曜日　 時刻 動作 運転モード　設定温度
月曜日   ‒‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----

4 選択した曜日の時刻と内容を設定する。
●「 」ボタンで反転表示を移動して項目を選択し、
「 」ボタンで時刻と内容を選択します。

スケジュール1

キャンセル：戻る メニュー：設定

曜日　 時刻 動作 運転モード　設定温度
月曜日  07:00 ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----

ウィークリータイマーを使う
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時刻、動作（運転・停止）、運転モードを設定する。
運転モードが冷房、暖房のときは設定温度も設定
する。

スケジュール1

キャンセル：戻る メニュー：設定

曜日　 時刻 動作 運転モード　設定温度
月曜日  07:00 運転  冷房    28℃
           23:30 停止   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----

●他の曜日を設定したい場合は「 」ボタンで曜
日を反転表示させ、「 」ボタンを押して曜日
を変更してから同様の手順でスケジュールを
設定する。

スケジュール1

キャンセル：戻る メニュー：設定

曜日　 時刻 動作 運転モード　設定温度
火曜日   ‒‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----
            ‒ ‒:‒‒ ----   ----    ----

●「運転切換」ボタンを押すと、ひとつ前の曜日の
設定内容を、現在表示している曜日にコピーで
きます。
●すべての曜日の設定が完了したら「メニュー／
確定」ボタンを押す。

5「 」ボタンを押して  はい  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

設定を保存しますか？

はい　いいえ
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■ 休日設定する
休日設定した曜日は、ウィークリータイマーが無効になります。

1 ウィークリータイマー設定画面を表示する。
  ▶16ページ 

2「 」ボタンを押して  休日設定  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：選択

有効/無効
スケジュールの選択
休日設定
設定

3「 」ボタンを押して休日に設定する曜日を選択
する。
●「 」ボタンを押すと「 」が表示され、休日設
定されます。

●「 」ボタンを押すごとに設定←→解除が切り
換わります。

●休日設定は複数選択できます。
 休日設定した曜日のウィークリータイマーを有効にする
場合は休日設定の解除が必要です。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

休日設定
　複数選択可能

日 月 火 水 木 金 土

ウィークリータイマーを使う
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4 休日設定を終了するときは「メニュー／／確定」
ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

休日設定
　複数選択可能

日 月 火 水 木 金 土

5「 」ボタンを押して  はい  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

設定を保存しますか？

はい　いいえ
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■ 設定した曜日・時刻は変えずにウィークリータイマー
を無効または有効にする

1 ウィークリータイマー設定画面を表示します。
  ▶16ページ 

2「 」ボタンを押して  有効/無効  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：選択

有効/無効
スケジュールの選択
休日設定
設定

3「 」ボタンを押して  有効   無効  のどちらかを
選択し、「メニュー／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

有効/無効

無効

4「 」ボタンを押して  はい  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

ウィークリータイマー

キャンセル：戻る メニュー：設定

設定を保存しますか？

はい　いいえ

ウィークリータイマーを使う
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室内や屋外の温度を表示する
1「メニュー／／確定」ボタンを押してメインメニュー

を表示する。

2「 」ボタンを押して  温度表示切替  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

メインメニュー

キャンセル：戻る メニュー：選択

時刻入切タイマー設定
ウィークリータイマー
温度表示切替
サービス連絡先
便利機能
時計設定

3「 」ボタンを押して  なし   外気温   室温（室内機）  
  室温（リモコン）  のいずれかを選択し、「メニュー／
確定」を押す。

温度表示切替

キャンセル：戻る メニュー：設定

外気温

冷房
設定温度 外気温

28℃ 35℃

月１５：３０

温度表示について
   外気温  は運転中しか表示しません。ただし、集中制御機器（別売品）による集
中管理中は、運転中であっても表示しません。
   室温(リモコン）  が「－－」表示のときは、室内温度センサーの故障、もしくは
接続不良の可能性があります。お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口
（コンタクトセンター）にご相談ください。

01_JA_3P474219-1B.indd   2301_JA_3P474219-1B.indd   23 2017/12/28   20:56:082017/12/28   20:56:08



24

1「メニュー／／確定」ボタンを押してメインメニュー
を表示する。

2「 」ボタンを押して  サービス連絡先  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

メインメニュー

キャンセル：戻る メニュー：選択

時刻入切タイマー設定
ウィークリータイマー
温度表示切替
サービス連絡先
便利機能
時計設定

●コンタクトセンターの電話番号、または「お買
い上げの販売店にご相談ください」と表示され
ます。

サービス連絡先

キャンセル：戻る

コンタクトセンター
0120-88-1081

サービス連絡先

キャンセル：戻る

お買い上げの販売店に
ご相談ください。

●エラーコード履歴が表示される場合があります
が、点滅していなければ故障ではありません。
エラーコード履歴は、「運転／／停止」ボタンを4秒
以上長押しすると消えます。

困ったときの連絡先を確認する
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1「メニュー/確定」ボタンを押してメインメニュー
を表示する。

2「 」ボタンを押して  便利機能  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

メインメニュー

キャンセル：戻る メニュー：選択

時刻入切タイマー設定
ウィークリータイマー
温度表示切替
サービス連絡先
便利機能
時計設定

●便利機能メニューが表示されます。

便利機能

キャンセル：戻る メニュー：選択

コントラスト調整
キーロック
言語切換

3「 」ボタンを押して  コントラスト調整  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

4 お好みのコントラストになるまで「 」ボタン
を押し続け、「メニュー／／確定」ボタンを押す。

コントラスト調整

キャンセル：戻る メニュー：選択

コントラストを調整します

濃い

淡い

液晶表示部の濃淡を調節する

01_JA_3P474219-1B.indd   2501_JA_3P474219-1B.indd   25 2017/12/28   20:56:092017/12/28   20:56:09



26

1 便利機能メニューを表示する。 ▶25ページ 

2「 」ボタンを押して  キーロック  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

便利機能

キャンセル：戻る メニュー：選択

コントラスト調整
キーロック
言語切換

●キーロックの機能説明文が表示されます。

キーロック

キャンセル：戻る

機能説明

基本画面でメニューボタンを４秒以上
押すとキーロックが設定されます。
キーロック中は全ボタン操作が
無効です。

●キーロックの設定・解除の操作は基本画面で
行ってください。 ▶12ページ 

キーロックの機能を確認する
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1 便利機能メニューを表示する。 ▶25ページ 

2「 」ボタンを押して  言語切換  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。 

便利機能

キャンセル：戻る メニュー：選択

コントラスト調整
キーロック
言語切換

3「 」ボタンを押して  日本語    English  のどち
らかを選択し、 「メニュー／／確定」ボタンを押す。

言語切換

キャンセル：戻る メニュー：設定

English

Cool
Set  temp

28℃
Mon１５：３０

表示する言語を切り換える
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1 「メニュー／／確定」ボタンを押し、メインメニューを
表示する。

2「 」ボタンを押して  時計設定  を選択し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

メインメニュー

キャンセル：戻る メニュー：選択

時刻入切タイマー設定
ウィークリータイマー
温度表示切替
サービス連絡先
便利機能
時計設定

3「  」ボタンを押して「年」を選択し、「 」ボタン
で設定する。
●長押しすると連続で変わります。

時計設定

キャンセル：戻る メニュー：設定

　2017年　1月　1日　日曜日

0:00

  日付の有効範囲は
2014年1月1日～
2099年12月31日です。
  曜日は自動で設定され
ます。

●「月」・「日」・「時」・「分」も同様に設定し、
「メニュー／／確定」ボタンを押す。

4「 」ボタンを押して  はい  を選択し、「メニュー
／／確定」ボタンを押す。

時計設定

キャンセル：戻る メニュー：設定

設定を保存しますか？

はい　いいえ

時計を設定する
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● お手入れの前には必ず運転を停止し、ブレーカーを切る。（感電やけがの原因）
● 次のものは使用しない。（変形や変色、傷の原因）
•40℃以上のお湯　•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの揮発性のもの　
•みがき粉　•綿棒　•タワシなどの硬いもの

注 意

■液晶表示部・本体のお手入れのしかた
●柔らかい布でからぶきする。
●汚れがとれないときは、水で薄めた中性洗剤に布をひたしてよくしぼり、
汚れをふき取った後、乾いた布でからぶきする。

お手入れのしかた
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運転ランプが点滅し、液晶表示部に『エラー：メニューボタンを押してください』と表示
されるときは、異常をお知らせしています。
ブレーカーを切り、約１分後、もう一度電源を入れて運転してください。
それでも運転ランプが点滅するときは、次の手順にしたがってエラーコードを確認し、
対応を行ってください。

1「メニュー／／確定」ボタンを押す。

冷房
設定温度

エラー:メニューボタンを押してください

28℃
月１５：３０

2 エラーコードを確認し、表の操作と対応を
行ってください。

エラーコード：A5

キャンセル：戻る

コンタクトセンター
0120-88-1081

エラーコードと確認内容 操作と対応

A5
エアフィルターが汚れていませんか？

運転を停止し、ブレーカーを切ってから、エアフィルター
を掃除し、もう一度電源を入れて運転してください。
運転ランプが点灯。しばらく運転して運転ランプが点滅
しないときは、そのままご使用ください。

E7
室外ユニットに異物が入っていませんか？ 運転を停止し、ブレーカーを切ってから、異物や障害物を

取り除き、もう一度電源を入れて運転してください。
運転ランプが点灯。しばらく運転して運転ランプが点滅
しないときは、そのままご使用ください。

F3, F6, L3, L4, L5
車などで室外ユニットの吹出口をふさい
でいませんか？
上記以外のエラーコードの場合 お買い上げの販売店またはコンタクトセンターに、 

「エラーコード」「機種名」をお知らせください。
 「機種名」は保証書または室内ユニットに記載されています。
詳しくは室内ユニットの取扱説明書をご参照ください。

上記の対応をしても、再度、運転ランプ
が点滅した場合

運転ランプが点滅するとき

お知らせ
 マルチ形の場合、先に運転している他室と異なる運転モードを設定すると、
運転しないことがあります。
このとき、運転ランプが点滅し、待機状態であることをお知らせします。
運転モードをご確認ください。
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お客様ご相談窓口のご案内
修理依頼、製品・技術に関するお問い合わせ、部品のご購入などは、お買い上げの販売店または下記窓口へ

http://www.daikincc.com■ よくあるご質問、取扱説明書を
ご覧いただけます。

■ 簡単・便利に修理依頼ができます。

■ワイヤードリモコンの修理を依頼されるときは 
次のことをお知らせください。
●機種名
●据付年月日
●異常内容（できるだけ具体的に）
●お名前・ご住所・電話番号

■移設について
専門の技術が必要ですので、必ずお買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口
（コンタクトセンター）にご相談ください。なお、この場合は実費が必要となります。

■ご不明の場合は
アフターサービスについては、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口
（コンタクトセンター）にお問い合わせください。

アフターサービス

01_JA_3P474219-1B.indd   3101_JA_3P474219-1B.indd   31 2017/12/28   20:56:122017/12/28   20:56:12



3P474219-1B
M16B284A（1802）HT

長年ご使用になるエアコンの点検は定期的に！

故障や事故防止のため、
電源プラグを抜くか、
ブレーカーを切ってか
ら、必ずお買い上げの
販売店に点検、修理を
ご相談ください。

ルームエアコンの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後10年です。

こ
の
よ
う
な
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

愛情点検 ご使用中止●電源コード、プラグが異常に熱い。
●電源プラグが変色している。
●こげ臭いニオイがする。
●ブレーカーがひんぱんに落ちる。
●置台や吊り下げなどの取付部品が腐食して
いたり、取付けがゆるんでいる。
●室内ユニットから水が漏れる。
●その他の異常や故障がある。

ご購入店名

据付年月日 年　　　　　月　　　　　日
電話

二次元バーコードは製造用コードです。

取
扱
説
明
書
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